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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は , 待 ち行列網 シ ミ ュ レ
ー シ ョ ン 用論理型言語とそ の 処理系に関する研究をまとめ た もの で ,

全文 は次の 7 牽か ら構成され て い る｡

第 1 章 は, 緒論 で あ っ て本研究の 目的と本研究に 関連 した諸研究の 現状を概説し , 本研究の 意義及び

こ の 分野に お い て占める地位を明確にし て い る ｡

第2 章 で は, 待ち行列網 シミ ュ レ
ー

シ ョ ン ソ フ トウ ェ ア作成に関し て , 現在主に用い られて い る言語

G P S S お よび近年人工知能型言語と して脚光を浴びて い る論理型言語 P r o l o g と こ れ に シ ミ ュ レ
ー

シ ョ

ン に 不可欠な時刻概念を導入 した いく つ か の言語に つ い て述 べ て い る｡ また ,
ソ フ トウ ェ ア実行 に関し

て並行処理 によ っ て効率改善を図る試みに つ い て も述 べ て い る｡

第 3 章 で は , 待ち行列綱 シ ミ ュ レ
ー シ ョ ン の モ デ ル の 記述性向上 を目的 に し て , 論 理型言語 P r o l o g

を基本とした待ち行列網 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン専用論理型言語S I L Q を提案し て い る ｡ S I L Q で は , 時

刻概念をプ ロ セ ス の状態遷移を パ タ
ー ン 化 した 6 つ の タ イ ム オ ブ ジ ェ ク ト によ っ て 実現 し て い る事を

示すと共に , 待 ち行列網モ デ ル の定義を行うため に 用意 した3 0 個 の プ リ ミ テ ィ ブ に つ い て詳説 し て い

る ｡

第 4 章 で は , まず数種の待ち行列網モ デ ルをS I L Q で 記述 しプ ロ グラミ ン グプリミ テ ィ ブ の使用法

を示 して い る ｡ ま た ,
S I L Q が P r ol o g の 宣言的記述性を保持 して い るため優れ た言語 で ある こ とを

T -

P r o l o g と の対比 に よ っ て立証し て い る｡ さ らに, G P S S と比較 し て , S I L Q で は プ ロ セ ス の動

作等がホ
ー ン 節 に よ っ て定義 できるため ,

ユ ー ザ の要求に柔軟に対処可能である こ と, ま た複数の 客の

流れの 同期を取 る必要があるモ デ ル に対して より記述性が高い こと等を示 し, 本言語の有効性を明らか
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にして い る ｡

第 5 章 で は
,
S I L Q の 逐次処理系を作成 して い る｡ 本処理系を構成する 5 つ の モ ジ ュ ー ル の 機能 と

動作を詳述すると共に
,
処理速度上の問題点とその改善案を示してい る｡

第 6 章 で は ,
S I L Q の 高速処理環境の 実現の ため に並行処理技術を導入した際の効果に つ い て論じ

て い る ｡ シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン モ デ ル中に存在する確率的要素の ため各プ ロ セ ッ サ の処理の ス ケ ジ ュ ー

ル が

困難で ある ことをu n kn o w n 型 メ ッ セ
ー ジ パ ッ シ ン グ として述 べ ,

プ ロ セ ッ サ間 の同期を先行制御によ っ

て行 っ た場合の処理速度改善率を解析を行うこと に よ っ て評価し , 均
一 な モ デ ル の場合に はそ の 構造が

複雑になるに つ れ改善効果が大きくな る こと等を示して い る ｡

第 7 章 は結論 であり, 本研究で得 られた諸結果に つ い て検討を加え ると共に , 今後の 課題 に つ い て 述

べ て い る ｡

論 文 の 審 査 結 果 の 要 旨

計算機ネ ッ ト ワ ー ク に代表される分散処理型 シ ス テ ム の急速な発展に ともない , そ の性能評価法 の 一

つ で ある待ち行列網シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の高速化に対す る要求は益々増大 してきて い る｡

本論文は, 待ち行列綱シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の高速化を目指して論理型言語 P r o l o g を基本に した新 し い

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 言語 の開発と並行処理技術を導入した処理手法に つ い て の研究をまとめたもの であり,

以下 の ような成果を得てい る ｡

(1) 論理型言語 P r o l o g の 利点を損なわずに 時刻概念を導入するためにプ ロ セ ス の 状態遷移を パ タ
ー ン

化 したタイ ム オ ブジ ェ ク ト及び待ち行列網 モ デ ル を記述するため の ソ フ ト ウ ェ ア最小構成要素と して

プ ロ グ ラ ミ ン グ プリ ミ テ ィ プを考察 して
,
待 ち行列網 シミ ュ レ ー シ ョ ン 専用論理型言語 S I L Q を提

案し ,
こ の言語が記述性にお い て優れ, シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ソ フ トウ ェ ア の開発を効果的 にす る こ とを

立証して い る｡

(2) S I L Q の 逐次処理系作成を試み ,
そ の構成法を示すと共に処理速度上の問題点を明確 に し , 改善

案を示して い る｡

(3) 待ち行列モ デ ル中 に存在する確率的要素の ため並行処理の ス ケ ジ ュ ー ル が困難にな る ことをu n kn 0 -

w n 型メ ッ セ
ー ジパ ッ シ ン グ の概念を提示 して明確にすると共に

,
こ の よ うな メ ッ セ ー ジ パ ッ シ ン グ

を含むジ ョ ブの 並行処理を先行制御方式の もと で行 っ た場合を解析 し, こ の方式によ っ て均 一 な モ デ

ル の 場合
,
モ デ ル の構造が複雑にな るに従 っ て処理能力が改善される ことを明らかに し

,
P r ol o g の 並

行処理技術の 併用による高速 シミ ュ レ ー シ ョ ン の 可能性を指摘して い る｡

以上の ように
, 本論文は分散処理型 シ ス テ ム の性能評価に有用な待ち行列綱シミ ュ レ ー シ ョ ン 言語と

そ の 効果的な処理系の構成法に つ い て いく つ か の新 しい知見を与えて おり, 情報工学の発展に寄与する

と ころが大きい ｡

よ っ て 本論文は, 博士論文と して価値あるもの と認め る｡
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